
令和２年度企画展 

シリーズ ミュージアムとの創造的対話０３ 何が価値を創造するのか？ 

開 催 要 項 

 

 

１．企画概要： 

鳥取県立博物館は、昭和４７年の開館以来今日まで、調査研究に基づく資料の収集や展覧会及び

教育普及プログラムを通して、文化芸術を保存し、次世代へ継承していくための活動を行ってきま

した。これをさらに広げ、これからのミュージアムの可能性を開く試みとして、２０１７年にシリ

ーズ展「ミュージアムとの創造的対話」を開始しました。本シリーズでは、ミュージアムを巡る問

いを契機に、国内外の優れたアーティストによる実験的で多彩な表現を展示室の内外に展開させる

ことで、思考を促し、人やモノ、場との対話を重ねながら、その現代的な意味を探ることを目的と

しています。 

第３回目の今回は、ある個人コレクターのコレクションと、収蔵アーティストによる新旧作の展

示を通じて、美術作品における「価値」とは何か、それはいつどのように作られるのかについて考

察します。「アーティスト」たちは、自らのアイデアや知見を頼りに、様々な素材を用いて作品を制

作し、新しい「価値」を提示する存在です。一方、「ミュージアム／美術館」は、作品を展示したり

収蔵したりすることで、歴史的あるいは美学的な価値を認め、その作品の価値を定め、時には高め

る役割を果たします。「コレクター」もまた、作品に何らかの価値を見出し蒐集する点でミュージア

ムの姿と重なりますが、その動機や基準、目的は様々です。とりわけ同時代の作品をコレクション

することは、時代を先駆ける価値づけの行為とも言え、あるときは作品の理解者として、またある

時は作家の経済活動を支えるパトロンとして、大きな社会的役割を担ってきました。本展で紹介す

る「A コレクション」は、１９８０年代から日本の現代アートを中心に収集が始まり、現在では数

百点にのぼります。特徴的なのは、数十年にわたって特定の作家の活動を観察し続け、作品購入を

通じた支援だけでなく、作家活動のアーカイヴやプロジェクトへの参画まで活動を広げていること

です。 

本展では、この秘蔵のコレクションを展示し、約３０年にわたる収集活動の成果を公開すること

で、１９８０年代から２０１０年代にかけての日本の現代美術の歩みの一側面を紹介します。同時

に、「コレクション」という集合体をめぐる価値創造のプロセスと現場を検証し、その可能性と課題

について考える契機とします。 

 

 

２．会期・開館時間： 

令和２年１１月２８日（土）～１２月２７日（日） 午前９時～午後５時  

※休館日：１２月１４日（月） 

 

 

３．会場： 

鳥取県立博物館２階 第１～第３特別展示室 

倉吉サテライト会場 ・Ａコレクション・ストレージ（倉吉市和田東町１２１－１） 

・株式会社丸十（倉吉市秋喜３５０－２３） ※土日のみ開場 

 

４．料金： 

６００円 （前売り・２０名以上の団体・大学生・７０歳以上の方：４００円） 

※倉吉サテライト会場は無料 

 

 

 



５．出品作家： 

原口典之、村岡三郎、松澤宥、渡辺英司、大塚泰子、小林正人、竹川宣彰、藤澤江里子ほか 

 

 

６. 関連事業： 

①オープニング・アーティスト・トーク 

１１月２８日（土）午後２時～ 出演：渡辺英司、大塚泰子、藤原勇輝、竹川宜彰ほか 

会場：展示室ほか博物館内 

 

②ゲスト・トーク「文化芸術と価値創造について」 

１２月５日（土）午後２時～３時半 ゲスト：池田修（ＮＰＯ法人ＢａｎｋＡＲＴ１９２９代表） 

会 場：Aコレクション・ストレージ 

 

③レクチャー「作家亡き後に作品を再設置するということ」 

１２月１３日（土）午後２時～３時半 講師：尾崎信一郎（鳥取県立博物館副館長） 

会場：講堂 

 

④特別講演会「コレクションとアーカイヴ―松澤宥・村岡三郎・原口典之を例に」 

１２月１９日（土）午後２時～３時半 講師：松本透（長野県信濃美術館長） 

会場：講堂 

 

⑤学芸員と巡るギャラリー・ツアー  

１２月２７日（土）午前１０時～午後４時半 会場：第１～３展示室および倉吉サテライト会場 

 

 

７．主催： 

「創造的対話展」実行委員会（鳥取県立博物館、山陰中央テレビジョン放送株式会社） 

 

 

８．協賛： 

日本通運、株式会社モリックスジャパン、株式会社吉備総合電設、三和商事株式会社、鳥取県情

報センター 

 

 

９．協力： 

株式会社丸十、倉吉運送、KENJI TAKI GALLERY 

 

 

１０．問合せ先： 

鳥取県立博物館 美術振興課 赤井あずみ （TEL.０８５７－２６－８０４５） 
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The Seligmann Center of the Orange Country Foundation, Inc., 

Weinstein Gallery, Yale University,  
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      E-mail : s-osaki@pref.tottori.lg.jp 

      E-mail : tomookam@pref.tottori.lg.jp 

680-0011 二  

0857-26-8045 0857-26-8041 


